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は
じ
め
に
　
本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
一
五
日
に
行
っ
た
最
終
講
義
の
発
表
原
稿
前
半
部
の
縮
小
版
で
あ
る
。
紙
幅
の
制
約
上
、
削
除
し
た
後
半
部
に
つ
い
て
は
、『
哲
学
の
変
換
と
知
の
越
境
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
九
年
二
月
刊
（
の
序
論
を
参
照
戴
き
た
い
。
な
お
、
最
終
講
義
に
ご
出
席
戴
い
た
約
二
八
〇
名
の
教
職
員
・
卒
業
生
・
学
部
生
・
大
学
院
生
、
他
大
学
の
研
究
者
、
そ
し
て
法
政
哲
学
会
の
皆
様
に
は
、
満
腔
の
謝
意
を
表
す
る
。
一　
最
終
講
義
の
狙
い
に
つ
い
て
　
最
初
に
、
最
終
講
義
の
目
的
と
方
法
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
た
い
。
ま
ず
メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
設
定
の
狙
い
を
説
明
し
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
研
究
し
て
き
た
目
的
と
成
果
を
確
認
し
た
の
ち
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
の
意
義
に
触
れ
、
最
後
に
今
後
の
研
究
課
題
を
論
じ
る
。
　
説
明
の
便
宜
上
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
意
味
と
狙
い
か
ら
触
れ
る
。
現
代
哲
学
の
領
域
で
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人
物
の
一
人
に
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
は
一
九
九
〇
年
に
『
哲
学
へ
の
権
利
』
を
刊
行
し
た
。
こ
の
「
哲
学
へ
の
権
利
」
特
別
寄
稿
（
二
〇
一
八
年
度
・
法
政
大
学
最
終
講
義
）
現
代
社
会
に
お
け
る
哲
学
の
意
義
と
課
題
　
　
―
哲
学
へ
の
権
利
と
哲
学
者
の
義
務
―
牧　
　
野　
　
英　
　
二
62
の
「
権
利
」
と
は
二
重
の
意
味
が
あ
る
。
第
一
は
哲
学
を
教
え
る
権
利
で
あ
り
、
第
二
は
哲
学
を
学
ぶ
権
利
で
あ
る
。
哲
学
を
正
課
で
教
え
学
ぶ
場
は
、
日
本
で
は
大
学
に
限
ら
れ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
高
校
や
高
等
研
究
機
関
が
重
要
な
社
会
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
書
の
日
本
語
訳
は
二
〇
一
四
年
と
一
五
年
に
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
書
は
、
随
所
で
カ
ン
ト
の
書
物
や
思
考
法
が
参
照
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
の
テ
ー
マ
と
の
関
連
で
い
え
ば
、「
カ
ン
ト
の
大
学
論
」
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
　
筆
者
は
、
本
務
校
の
経
験
と
独
自
の
関
心
に
根
差
し
て
『
現
代
思
想
』
カ
ン
ト
特
集
号
（
一
九
九
四
年
（
に
掲
載
さ
れ
た
拙
論
「
カ
ン
ト
の
大
学
論
」
を
執
筆
し
、
翌
年
に
現
代
の
大
学
論
を
論
じ
た
の
が
、
二
冊
目
の
単
著
『
遠
近
法
主
義
の
哲
学
』（
弘
文
堂
、
一
九
九
六
年
（
で
あ
っ
た
。
大
学
改
革
に
は
、
そ
の
理
念
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
著
作
は
、
そ
の
試
行
錯
誤
の
成
果
で
も
あ
っ
た
。
　
こ
の
拙
書
は
、
デ
リ
ダ
が
『
哲
学
へ
の
権
利
』
を
刊
行
し
た
時
期
と
ほ
ぼ
重
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
と
で
は
社
会
状
況
・
政
治
制
度
、
教
育
研
究
条
件
も
異
な
る
が
、
デ
リ
ダ
も
筆
者
と
ほ
ぼ
同
じ
問
題
意
識
の
中
で
動
い
て
い
た
。
大
学
で
学
び
教
育
す
る
こ
と
の
意
義
は
ど
こ
に
あ
る
か
。
大
学
で
何
を
学
ぶ
べ
き
か
。
学
問
の
存
在
意
義
や
社
会
的
役
割
は
何
か
。
人
間
形
成
や
学
生
の
教
育
と
社
会
に
お
け
る
大
学
や
学
生
の
役
割
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
哲
学
は
、
特
権
的
な
学
問
で
は
な
い
が
、
特
別
な
学
問
で
あ
り
、
不
当
に
過
小
評
価
さ
れ
る
と
、
そ
の
国
の
教
育
や
人
間
形
成
に
計
り
知
れ
な
い
ダ
メ
ー
ジ
が
生
じ
る
と
い
う
危
機
感
を
拙
著
は
表
明
し
た
。
例
え
ば
、
序
文
で
は
「
遠
か
ら
ぬ
う
ち
に
日
本
の
大
学
の
講
義
概
要
の
う
ち
か
ら
、
哲
学
と
い
う
言
葉
が
消
え
去
る
こ
と
も
、
十
分
予
想
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
」 （p. 3
（ 
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
が
、
こ
の
予
想
は
ほ
ぼ
的
中
し
た
。
　
他
方
デ
リ
ダ
は
、
第
一
級
の
哲
学
者
で
あ
り
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
文
教
政
策
を
撤
回
す
る
こ
と
に
あ
る
程
度
成
功
し
た
。
政
権
交
代
も
あ
り
『
哲
学
へ
の
権
利
』
の
主
張
は
、
社
会
的
に
認
知
さ
れ
支
持
さ
れ
た
。
で
は
、
日
本
で
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
の
「
哲
学
へ
の
権
利
」
の
主
張
は
、
二
つ
の
方
向
で
新
た
な
展
開
を
目
指
し
た
。
第
一
は
哲
学
の
国
際
的
な
連
携
で
あ
り
、
第
二
は
、
哲
学
原
理
の
変
換
を
目
指
し
て
、「
持
続
可
能
性
の
哲
学
」
へ
の
道
を
開
拓
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
筆
者
は
日
本
国
内
か
ら
国
外
に
活
動
範
囲
を
広
げ
、
こ
の
十
年
間
の
研
究
活
動
は
、
東
ア
ジ
ア
の
哲
学
の
連
携
と
拡
大
強
化
に
向
か
っ
た
。
実
は
、
デ
リ
ダ
は
、
関
連
す
る
論
文
「
世
界
市
民
的
見
地
に
お
け
る
哲
学
へ
の
権
利
」（
一
九
九
一
年
（
で
も
、
カ
ン
ト
の
『
世
界
市
民
的
見
地
に
お
け
る
普
遍
史
の
理
念
』
を
手
掛
か
り
に
教
育
論
的
観
点
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
の
哲
学
的
社
会
参
加
の
役
割
を
称
え
て
い
た
。
　
第
一
の
方
向
に
か
ん
し
て
筆
者
は
、
漢
字
文
化
圏
の
カ
ン
ト
哲
学
の
受
容
史
と
翻
訳
史
研
究
を
媒
介
に
、
近
代
化
の
過
程
に
お
け
る
漢
字
文
化
圏
の
学
問
交
流
を
深
化
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
筆
者
は
、
カ
ン
63
ト
の
永
遠
平
和
論
を
手
引
き
に
し
て
東
洋
平
和
の
実
現
に
向
け
た
研
究
に
向
か
う
す
べ
を
考
え
た
。
そ
の
成
果
の
一
つ
が
編
著
『
東
ア
ジ
ア
の
カ
ン
ト
哲
学
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
五
年
（
で
あ
っ
た
。
こ
の
書
物
は
、
韓
国
、
中
国
・
台
湾
・
香
港
の
カ
ン
ト
研
究
者
と
の
国
際
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
り
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
書
物
を
日
本
語
・
中
国
語
・
ハ
ン
グ
ル
語
で
出
版
し
た
。
拙
著
『
遠
近
法
主
義
の
哲
学
』
に
は
、
社
会
的
影
響
力
と
い
う
点
で
は
、
デ
リ
ダ
の
『
哲
学
へ
の
権
利
』
と
比
較
す
べ
く
も
な
く
、
筆
者
の
「
哲
学
へ
の
権
利
」
の
主
張
は
、
社
会
的
説
得
力
と
い
う
点
で
不
十
分
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
現
代
哲
学
の
鍵
概
念
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
と
地
平
の
重
要
性
は
あ
る
程
度
論
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。
　
第
二
の
方
向
に
立
ち
入
る
前
に
、
デ
リ
ダ
『
哲
学
へ
の
権
利
』
の
問
題
関
心
と
同
様
に
、
哲
学
と
諸
学
問
と
の
関
係
に
立
ち
入
っ
て
み
た
い
。
ま
ず
文
系
学
問
の
不
要
論
と
関
連
し
て
、
危
機
的
状
況
に
あ
る
日
本
の
人
文
学
に
お
け
る
基
礎
研
究
の
重
要
性
に
触
れ
た
い
。
日
本
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
が
異
口
同
音
に
使
う
言
葉
は
、
自
然
科
学
の
基
礎
研
究
と
若
手
研
究
者
の
育
成
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
、
人
文
学
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
が
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
掲
げ
た
「
哲
学
者
の
義
務
」
と
結
び
つ
く
の
で
、
次
に
こ
の
課
題
の
必
要
条
件
に
触
れ
る
。
　
「
哲
学
者
の
義
務
」
と
言
え
ば
、
現
代
イ
タ
リ
ア
の
哲
学
者
ジ
ャ
ン
ニ
・
ヴ
ァ
ッ
テ
ィ
モ
（
一
九
三
六
―
（
が
『
哲
学
者
の
使
命
と
責
任
』
の
中
で
主
張
し
た
独
特
の
哲
学
観
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
こ
で
は
、
彼
の
哲
学
観
を
紹
介
す
る
こ
と
は
目
的
で
は
な
い
の
で
、
筆
者
の
考
え
と
重
な
る
部
分
を
本
稿
の
理
解
に
資
す
る
範
囲
で
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。
　
第
一
の
共
通
点
は
、「
哲
学
の
場
合
に
は
、
現
在
に
つ
い
て
の
明
確
に
否
定
的
な
意
図
が
存
在
す
る
」（
上
掲
訳
書p. 113
（
点
に
あ
る
。
彼
の
主
張
は
、
カ
ン
ト
が
『
純
粋
理
性
批
判
』
第
一
版
序
文
で
論
じ
た
「
現
代
は
真
の
意
味
で
批
判
の
時
代
で
あ
る
。
一
切
が
批
判
の
も
と
に
置
か
ざ
る
を
得
な
い
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
と
結
び
つ
く
。
カ
ン
ト
は
、
宗
教
も
立
法
も
、
人
間
理
性
の
す
べ
て
の
営
み
を
批
判
の
試
み
に
さ
ら
す
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
主
張
は
、
十
八
世
紀
後
半
の
ド
イ
ツ
で
は
、
言
論
及
び
表
現
の
自
由
の
重
要
性
を
唱
え
た
革
命
的
な
精
神
の
現
れ
で
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
、
カ
ン
ト
が
主
張
す
る
理
性
、
万
人
に
共
通
の
理
性
の
働
き
を
信
頼
し
過
ぎ
た
り
、
万
人
共
通
の
普
遍
的
な
知
が
成
り
立
つ
と
い
う
理
性
主
義
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
的
な
偏
見
は
妥
当
性
を
も
ち
え
な
い
。
　
第
二
は
、
ヴ
ァ
ッ
テ
ィ
モ
の
哲
学
教
育
に
お
け
る
哲
学
の
使
命
と
し
て
「
象
牙
の
塔
に
閉
じ
こ
も
っ
て
哲
学
の
歴
史
を
た
ど
り
な
お
す
仕
事
に
専
念
し
て
い
る
」
研
究
者
の
姿
勢
に
厳
し
い
批
判
を
加
え
た
点
に
あ
る
。
カ
ン
ト
的
な
表
現
を
す
れ
ば
、
本
来
の
哲
学
者
は
、
理
性
技
術
者
で
は
な
く
、
知
恵
の
人
で
あ
る
。
そ
の
人
物
と
は
、
カ
ン
ト
が
尊
敬
し
、
カ
ン
ト
を
唯
一
の
「
哲
学
者
」
と
み
な
す
ア
ー
レ
ン
64
ト
が
尊
敬
し
た
「
市
民
の
中
の
市
民
と
し
て
の
哲
学
者
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
で
あ
り
、
ア
ー
レ
ン
ト
が
プ
ラ
ト
ン
を
批
判
し
た
よ
う
に
、
特
権
的
な
知
の
専
門
家
の
哲
学
研
究
者
で
は
な
く
、
万
人
と
と
も
に
意
見
を
戦
わ
す
市
民
と
し
て
の
哲
学
者
で
あ
っ
た
（
詳
細
は
拙
論
を
参
照
。「
哲
学
は
な
ん
の
た
め
に
」『
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
七
八
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
、pp. 51 -65.
（。
　
第
三
は
、
哲
学
の
扱
う
問
題
、「
あ
る
主
張
が
普
遍
的
な
価
値
を
も
つ
と
い
う
こ
と
自
体
、
複
数
の
文
化
が
存
在
し
て
は
じ
め
て
思
考
し
う
る
よ
う
に
な
る
」（p. 32
（
点
に
あ
る
。
哲
学
に
限
ら
ず
、
大
学
で
学
ぶ
課
題
が
厳
密
な
意
味
で
学
ぶ
こ
と
に
値
す
る
か
、
別
の
価
値
観
や
世
界
観
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
は
、
誰
も
が
感
じ
て
き
た
こ
と
で
は
な
い
か
。
私
た
ち
は
、
異
質
な
他
者
（
異
質
の
文
化
や
価
値
観
、
風
俗
習
慣
な
ど
（
と
の
遭
遇
に
よ
っ
て
、
自
身
が
信
じ
て
き
た
価
値
観
、
生
活
の
基
盤
と
し
て
き
た
価
値
観
や
文
化
を
相
対
化
し
そ
の
妥
当
性
を
吟
味
・
検
討
す
る
試
み
に
目
覚
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
歴
史
の
記
憶
や
社
会
的
少
数
者
・
弱
者
、
宗
教
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
存
在
と
も
か
か
わ
る
。
　
第
四
は
、
こ
の
異
質
な
他
者
、
多
様
な
文
化
と
の
遭
遇
・
出
会
い
は
お
の
ず
か
ら
相
互
の
文
化
や
価
値
観
の
「
境
界
」
を
、「
知
の
越
境
」
を
生
み
出
す
と
い
う
認
識
に
あ
る
。
こ
の
相
互
の
越
境
の
営
み
は
、
諸
学
問
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
し
、
特
に
科
学
技
術
の
促
進
の
成
果
を
生
み
出
し
て
き
た
。
他
方
、
異
質
な
伝
統
や
宗
教
間
の
衝
突
を
生
み
出
す
な
ど
複
雑
で
困
難
な
問
題
を
生
じ
る
が
、
こ
の
課
題
は
の
ち
ほ
ど
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。
　
第
五
は
、
哲
学
が
特
定
の
歴
史
的
地
平
に
属
し
、
そ
の
地
平
の
限
界
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
点
を
繰
り
返
し
問
う
必
要
が
あ
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
哲
学
の
仕
事
は
日
常
言
語
で
織
り
な
さ
れ
た
言
説
に
立
脚
し
て
」、「
そ
の
言
説
に
は
ら
ま
れ
た
矛
盾
や
両
義
性
を
解
明
し
た
り
、
そ
の
言
説
を
首
尾
一
貫
し
た
も
の
に
し
た
り
す
る
こ
と
に
あ
る
」（p. 73
（。
そ
の
点
で
は
、
理
性
の
歴
史
化
を
試
み
た
デ
ィ
ル
タ
イ
や
世
界
に
つ
い
て
複
数
の
像
の
存
在
を
主
張
し
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
を
批
判
的
に
研
究
し
思
索
し
た
成
果
か
ら
当
然
帰
結
す
る
見
解
で
も
あ
る
（p. 16
（。
　
こ
の
課
題
は
、
今
日
哲
学
と
他
の
学
問
と
の
関
係
の
変
更
を
求
め
て
い
る
。
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
知
を
越
境
す
る
事
態
は
、
物
事
や
そ
の
存
在
論
・
世
界
観
の
多
元
論
的
な
見
方
を
、
例
え
ば
実
在
論
の
見
直
し
を
促
し
て
き
た
。
し
か
し
筆
者
は
、
新
た
な
理
論
を
標
榜
し
、
そ
の
登
場
に
積
極
的
に
か
か
わ
る
場
合
、
そ
の
新
し
さ
に
よ
っ
て
よ
り
重
要
な
伝
統
的
な
知
と
日
常
的
な
生
の
課
題
が
見
え
に
く
く
な
り
、
隠
さ
れ
る
危
険
性
か
ら
も
目
を
そ
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
現
象
学
の
弱
体
化
や
解
釈
学
の
多
様
化
以
後
、
意
表
を
つ
い
た
新
理
論
が
登
場
し
、
そ
の
積
極
面
だ
け
が
強
調
さ
れ
て
、
存
在
論
的
転
回
に
よ
る
存
在
や
世
界
の
意
味
の
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
読
み
替
え
の
一
方
で
、
日
常
性
の
中
で
営
ま
れ
る
実
践
的
な
意
義
が
軽
視
さ
65
れ
、
独
特
の
用
語
法
の
背
後
に
隠
さ
れ
る
リ
ス
ク
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
次
に
、
講
義
の
本
題
の
一
つ
で
あ
る
基
礎
研
究
の
重
要
さ
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
し
た
い
。
二　
哲
学
研
究
と
二
つ
の
全
集
刊
行
の
狙
い
　
最
初
に
、
二
つ
の
全
集
の
刊
行
意
図
に
触
れ
る
。
筆
者
が
、
哲
学
研
究
と
教
養
教
育
の
重
要
性
と
と
も
に
、
基
礎
研
究
の
資
料
提
供
の
意
義
に
着
目
し
た
の
は
新
学
部
設
置
に
取
り
組
ん
だ
時
期
と
重
な
る
。
デ
リ
ダ
が
証
明
し
た
よ
う
に
、
大
学
改
革
は
、
批
判
や
警
告
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
具
体
的
な
実
践
活
動
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
文
系
学
問
の
基
礎
資
料
の
出
版
事
業
を
立
ち
上
げ
、
同
時
に
研
究
を
継
続
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
着
目
し
て
、
日
本
語
版
『
カ
ン
ト
全
集
』
の
企
画
・
編
集
・
翻
訳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
全
集
は
カ
ン
ト
研
究
者
の
尽
力
に
よ
り
約
十
五
年
間
で
完
結
し
た
。
　
筆
者
は
、
こ
の
作
業
か
ら
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
継
承
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
、
次
に
デ
ィ
ル
タ
イ
の
日
本
語
版
全
集
の
企
画
・
編
集
・
翻
訳
に
着
手
し
た
。
こ
こ
で
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
は
な
じ
み
の
な
い
読
者
の
た
め
に
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
デ
ィ
ル
タ
イ
の
人
物
と
研
究
業
績
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
。
　
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
ド
イ
ツ
語
版
カ
ン
ト
全
集
の
編
集
委
員
会
委
員
長
を
務
め
た
、
カ
ン
ト
研
究
者
の
恩
人
で
あ
る
。
筆
者
は
、
カ
ン
ト
か
ら
学
ん
だ
学
恩
の
恩
返
し
と
い
う
意
味
よ
り
も
遙
か
に
重
要
な
意
義
を
デ
ィ
ル
タ
イ
の
研
究
に
見
出
し
て
い
た
。
彼
は
、
哲
学
史
上
で
も
重
要
な
人
物
で
あ
る
が
、
彼
の
解
釈
学
は
フ
ッ
サ
ー
ル
や
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
不
当
に
否
定
的
に
評
価
さ
れ
、
そ
れ
が
今
日
ま
で
通
説
化
さ
れ
て
き
た
。
デ
ィ
ル
タ
イ
は
教
育
者
と
し
て
も
立
派
な
人
物
で
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
学
位
審
査
の
折
、
彼
が
ユ
ダ
ヤ
系
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
学
位
授
与
に
否
定
的
だ
っ
た
同
僚
の
審
査
委
員
に
対
し
て
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
非
凡
さ
を
見
抜
き
、
公
平
な
立
場
か
ら
彼
を
擁
護
し
学
位
授
与
に
貢
献
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
　
加
え
て
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
学
問
的
な
意
義
は
、
十
九
世
紀
後
半
以
降
一
九
〇
年
代
ま
で
彼
が
人
文
科
学
・
社
会
科
学
・
自
然
科
学
に
及
ぶ
研
究
領
域
に
着
手
し
た
こ
と
に
あ
る
。
彼
の
主
要
著
作
は
、
一
九
八
三
年
に
主
著
『
精
神
科
学
序
説
』
第
二
巻
の
遺
稿
が
百
年
ぶ
り
に
刊
行
さ
れ
、「
デ
ィ
ル
タ
イ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
呼
ば
れ
た
時
期
に
、
英
語
・
仏
語
・
伊
語
・
露
語
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
・
バ
ス
ク
語
、
日
本
語
な
ど
に
翻
訳
さ
れ
た
。
特
に
英
語
圏
で
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
研
究
か
ら
出
発
し
た
ユ
ー
ジ
ン
・
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
は
、
独
創
的
な
臨
床
心
理
学
の
領
域
を
開
拓
し
て
、
日
本
か
ら
も
留
学
生
が
彼
の
も
と
で
学
び
、
臨
床
心
理
学
や
医
療
・
介
護
の
領
域
で
研
究
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
筆
者
が
日
本
デ
ィ
ル
タ
イ
協
会
会
長
時
代
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
研
究
者
と
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
研
究
者
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
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数
回
行
な
っ
た
。
筆
者
が
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
今
日
的
意
義
の
研
究
を
顧
慮
す
る
時
、
こ
の
分
野
の
共
同
研
究
と
、
生
命
解
釈
学
と
の
関
係
、
そ
し
て
生
命
記
号
論
と
の
関
係
に
着
目
し
て
い
る
。
　
要
す
る
に
、
筆
者
が
主
張
し
た
い
の
は
、
文
系
学
問
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
知
の
基
礎
研
究
と
そ
の
す
そ
野
の
拡
大
は
、
学
問
研
究
の
持
続
的
発
展
に
不
可
欠
の
要
件
だ
と
い
う
点
に
あ
る
。
特
に
哲
学
・
思
想
の
分
野
で
は
、
重
要
な
哲
学
者
・
思
想
家
の
全
集
類
の
刊
行
は
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
決
し
て
十
分
条
件
で
は
な
い
。
そ
こ
で
次
に
、
十
分
条
件
を
満
た
そ
う
と
す
る
際
に
直
面
す
る
困
難
な
課
題
に
議
論
を
移
す
こ
と
に
す
る
。
三　
現
代
哲
学
が
直
面
す
る
課
題
　
現
代
の
哲
学
的
思
索
に
取
り
組
む
人
間
は
、
従
来
の
発
想
で
は
解
決
困
難
な
課
題
に
直
面
す
る
。
以
下
、
主
要
な
課
題
を
四
点
に
絞
っ
て
概
略
的
に
説
明
す
る
。
　
今
日
、
伝
統
的
な
哲
学
の
在
り
方
に
は
大
き
な
疑
問
が
生
じ
て
お
り
、
従
来
の
哲
学
的
思
考
法
を
問
い
直
し
、
異
な
る
発
想
で
思
考
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
周
辺
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
知
の
新
た
な
組
み
換
え
や
枠
組
み
作
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
と
著
作
活
動
の
総
括
と
今
後
の
展
望
、
言
い
換
え
れ
ば
、
本
講
義
の
メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル
と
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
さ
ら
な
る
立
ち
入
っ
た
関
係
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
現
代
社
会
に
お
け
る
「
哲
学
へ
の
権
利
と
哲
学
者
の
義
務
」
に
つ
い
て
、
筆
者
の
立
場
か
ら
問
題
提
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
講
義
の
主
題
に
立
ち
入
る
こ
と
に
す
る
。
　
第
一
に
、
近
年
、
文
系
学
問
の
無
用
論
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
衰
退
現
象
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
中
で
、
そ
れ
に
対
す
る
危
機
感
か
ら
「
批
判
精
神
」
の
欠
如
が
指
摘
さ
れ
、「
啓
蒙
」
の
必
要
性
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
日
本
社
会
に
見
ら
れ
る
「
人
間
の
心
と
社
会
の
未
成
熟
さ
」
に
、
筆
者
は
大
き
な
危
惧
を
抱
い
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
が
加
速
し
、
働
き
方
や
生
き
か
た
の
よ
り
ど
こ
ろ
が
問
い
直
さ
れ
、
改
め
て
高
齢
者
も
哲
学
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
哲
学
の
ニ
ー
ズ
は
増
加
し
、
他
方
で
大
学
や
社
会
か
ら
「
哲
学
」
が
消
え
つ
つ
あ
る
と
い
う
逆
説
的
な
事
態
が
進
行
し
て
き
た
。
そ
れ
に
は
多
く
の
理
由
が
あ
る
が
、
筆
者
は
、
従
来
の
哲
学
や
関
連
学
問
の
一
面
的
で
偏
狭
な
考
え
方
が
現
代
社
会
の
複
雑
な
実
相
を
捉
え
ら
れ
な
い
点
に
主
因
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
　
か
つ
て
高
名
な
哲
学
者
が
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
フ
ク
ロ
ウ
は
黄
昏
時
に
飛
び
立
つ
」
と
看
破
し
た
。
筆
者
は
、「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
フ
ク
ロ
ウ
が
飛
び
立
た
な
い
」
焦
燥
感
に
囚
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
は
、
哲
学
的
思
索
に
携
わ
る
者
の
力
不
足
に
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
そ
う
し
た
努
力
を
消
し
去
る
消
費
主
義
と
コ
ス
ト
主
義
の
荒
波
に
対
抗
で
き
な
い
構
造
的
な
問
題
が
大
き
い
と
感
じ
て
き
た
。
そ
こ
67
で
筆
者
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
哲
学
・
倫
理
学
・
美
学
・
教
育
哲
学
・
科
学
技
術
論
・
Ａ
Ｉ
の
倫
理
か
ら
医
療
や
介
護
の
領
域
な
ど
多
彩
な
学
問
分
野
に
わ
た
る
研
究
が
「
知
の
越
境
」
を
試
み
る
こ
と
こ
そ
現
代
社
会
に
生
き
る
哲
学
者
の
義
務
で
あ
り
、
同
時
に
哲
学
へ
の
権
利
で
も
あ
る
と
考
え
て
き
た
。
筆
者
は
、
古
典
の
哲
学
者
・
カ
ン
ト
や
デ
ィ
ル
タ
イ
な
ど
の
全
集
を
企
画
・
編
集
・
翻
訳
す
る
こ
と
で
、
同
時
に
入
門
的
な
『
読
本
』
や
『
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
シ
リ
ー
ズ
も
刊
行
し
、
基
礎
文
献
の
普
及
に
努
め
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
だ
け
で
は
哲
学
へ
の
権
利
と
哲
学
者
の
義
務
を
果
た
す
に
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
哲
学
史
上
の
古
典
や
古
代
以
来
の
哲
学
者
の
優
れ
た
思
想
を
学
ぶ
こ
と
は
重
要
で
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
哲
学
の
営
み
に
は
、
そ
う
し
た
基
礎
的
研
究
と
と
も
に
急
速
に
複
雑
化
し
た
現
実
の
あ
り
か
た
と
そ
の
根
底
に
あ
る
原
理
的
な
課
題
の
根
本
的
再
検
討
、
現
代
病
の
診
断
と
処
方
箋
を
提
示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
拙
著
『
遠
近
法
主
義
の
哲
学
』・『
崇
高
の
哲
学
』・『「
持
続
可
能
性
の
哲
学
」
へ
の
道
』
な
ど
は
、
そ
う
し
た
試
み
に
属
す
る
。
　
第
二
に
、
哲
学
・
哲
学
史
の
見
直
し
と
関
連
し
て
「
コ
モ
ン
・
セ
ン
ス
」
や
「
共
同
体
的
セ
ン
ス
」、
特
に
感
情
と
身
体
と
の
関
係
を
多
様
な
側
面
か
ら
見
直
す
べ
き
だ
と
感
じ
て
き
た
。
二
十
世
紀
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
や
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
「
解
釈
学
的
転
回
」、「
言
語
論
的
転
回
」、「
認
知
的
転
回
」「
環
境
論
的
転
回
」「
存
在
論
的
転
回
」
「
第
四
の
革
命
」
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
「
新
し
い
情
報
の
哲
学
」
な
ど
、
人
間
の
生
活
空
間
・
環
境
的
条
件
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
。
特
に
身
体
や
科
学
技
術
や
情
報
と
の
複
雑
な
関
係
に
つ
い
て
は
、
時
間
の
制
約
上
、
簡
単
に
触
れ
る
こ
と
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
は
西
洋
哲
学
史
の
「
理
性
重
視
」
に
対
す
る
反
省
が
重
要
で
あ
る
こ
と
だ
け
を
指
摘
し
て
お
く
。
　
従
来
の
哲
学
史
の
「
常
識
」
に
よ
れ
ば
、
哲
学
は
、
ま
ず
「
驚
き
の
声
」
に
始
ま
り
、「
疑
い
の
声
」
や
「
絶
望
の
声
」
に
耳
を
傾
け
て
き
た
は
ず
だ
っ
た
。
だ
が
、
哲
学
は
こ
れ
ま
で
、「
他
者
の
声
」
を
聴
き
と
り
、
心
身
の
病
に
侵
さ
れ
た
者
、
暴
力
に
さ
ら
さ
れ
抑
圧
さ
れ
苦
痛
に
喘
ぐ
弱
者
の
「
う
め
き
声
」
や
抗
議
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
「
沈
黙
の
声
」
に
ど
こ
ま
で
耳
を
傾
け
て
き
た
だ
ろ
う
か
。
一
方
で
、
哲
学
は
理
性
的
に
考
え
る
こ
と
を
自
明
の
営
み
と
理
解
し
て
き
た
。
文
芸
批
評
（criticism
（
を
哲
学
的
な
批
判
の
営
み
に
初
め
て
転
換
し
た
カ
ン
ト
の
「
理
性
批
判
」
の
三
部
作
を
嚆
矢
と
し
て
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
や
マ
ル
ク
ス
の
「
政
治
・
経
済
学
の
批
判
」、
サ
ル
ト
ル
の
「
弁
証
法
的
理
性
批
判
」、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
理
性
の
批
判
」
の
試
み
に
至
る
西
洋
の
優
れ
た
哲
学
的
営
為
に
は
、
理
性
の
批
判
的
精
神
抜
き
に
哲
学
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
確
信
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
理
性
を
自
己
及
び
他
者
と
し
て
、
理
性
と
と
と
も
に
考
え
、
感
情
的
な
他
者
に
抗
し
て
理
性
的
に
振
る
舞
う
と
い
う
伝
統
的
な
思
考
法
の
68
作
法
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
「
理
性
の
振
る
舞
い
」
は
、
学
問
研
究
の
場
で
も
、
日
常
生
活
の
場
で
も
重
要
な
前
提
で
あ
り
、
学
問
の
進
歩
発
展
や
社
会
生
活
の
円
滑
な
営
み
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
他
方
、「
常
識
」
と
い
う
概
念
が
「
通
俗
的
で
卑
俗
な
」
と
い
う
意
味
と
「
良
識
」
と
の
両
義
的
で
相
反
す
る
意
味
を
も
つ
よ
う
に
、「
理
性
」
に
依
拠
す
る
伝
統
的
な
営
み
に
も
、
理
性
に
よ
る
無
意
識
、
感
情
、
欲
望
、
想
像
力
、
身
体
の
抑
圧
な
ど
、
西
洋
中
心
の
歴
史
の
物
語
に
は
、
哲
学
の
世
界
で
も
大
き
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
他
方
、
感
性
や
感
情
な
ど
の
非
理
性
的
な
も
の
に
よ
る
様
々
な
抑
圧
の
現
象
に
も
、
目
を
閉
ざ
す
べ
き
で
は
な
い
。
　
例
え
ば
、
筆
者
が
感
性
工
学
会
な
ど
で
発
表
し
た
「
笑
い
」
に
は
、
痛
み
や
病
の
治
癒
機
能
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
は
い
ち
早
く
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
発
達
し
た
。
他
方
、「
笑
い
」
が
消
費
の
対
象
と
さ
れ
、
職
業
上
、「
笑
い
」
が
強
制
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
精
神
を
蝕
み
、
心
を
抑
圧
し
て
い
る
こ
と
も
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
特
に
近
代
以
降
、
愛
と
尊
敬
と
の
関
係
は
、
人
間
関
係
に
お
け
る
引
力
と
斥
力
の
よ
う
に
哲
学
・
倫
理
学
の
重
要
課
題
で
あ
っ
た
が
、「
愛
」
の
複
雑
な
機
能
、
家
族
愛
の
ゆ
が
み
や
複
雑
化
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
神
へ
の
愛
相
互
の
争
い
か
ら
、
異
な
る
民
族
や
国
家
間
の
愛
、
愛
国
心
や
愛
国
主
義
、
人
類
愛
や
世
界
市
民
主
義
の
問
題
が
あ
る
。
　
第
三
の
大
き
な
課
題
は
、
他
者
理
解
の
困
難
さ
と
言
語
機
能
の
両
義
性
に
か
ん
す
る
問
い
に
あ
る
。
現
代
哲
学
が
取
り
組
む
主
要
課
題
は
、
言
語
と
他
者
及
び
自
己
と
の
関
係
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
近
代
以
降
、
理
性
が
そ
の
他
者
（
感
情
や
欲
望
、
想
像
力
、
身
体
、
無
意
識
な
ど
（
を
抑
圧
し
て
き
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
。
他
方
、
理
性
や
言
語
的
表
現
が
暴
力
的
に
自
己
や
他
者
を
抑
圧
し
、
自
己
と
他
者
と
の
間
に
差
異
を
生
み
出
し
、
差
別
と
格
差
を
正
当
化
・
制
度
化
す
る
事
態
も
生
じ
て
き
た
。
二
十
一
世
紀
に
な
っ
て
も
、
ニ
ー
チ
ェ
の
言
葉
を
借
用
す
れ
ば
理
性
と
、「
大
い
な
る
理
性
＝
身
体
」
相
互
の
直
接
的
暴
力
や
規
範
化
さ
れ
た
構
造
的
暴
力
、
そ
し
て
言
語
の
暴
力
性
や
物
質
性
の
重
荷
は
、
地
球
規
模
で
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
。
　
他
方
、
理
性
や
言
語
を
告
発
し
て
反
理
性
的
な
言
説
を
声
高
に
語
る
こ
と
が
哲
学
で
あ
る
と
い
う
リ
ア
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
「
反
哲
学
」
的
態
度
が
流
行
し
た
時
期
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
そ
れ
も
ま
た
対
抗
暴
力
と
し
て
の
役
割
を
超
え
る
積
極
的
な
成
果
を
挙
げ
た
か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
に
答
え
て
こ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
科
学
技
術
の
進
歩
発
展
が
た
だ
ち
に
人
間
の
心
身
の
健
康
や
社
会
の
改
善
、
安
心
・
安
全
を
も
た
ら
し
、
よ
り
よ
き
社
会
が
実
現
さ
れ
る
と
い
う
「
科
学
信
仰
」
が
神
話
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
、
つ
と
に
『
啓
蒙
の
弁
証
法
』
の
著
者
た
ち
に
よ
っ
て
看
破
さ
れ
て
い
た
。
東
日
本
大
震
災
の
地
震
・
津
波
・
原
発
事
故
に
よ
る
予
測
を
超
え
た
甚
大
な
被
害
は
、
あ
ま
り
に
も
代
償
の
大
き
な
「
信
仰
」
の
教
訓
で
あ
っ
た
。
ポ
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ス
ト
モ
ダ
ン
の
思
想
家
に
よ
る
ロ
ゴ
ス
中
心
主
義
的
な
思
考
に
対
す
る
批
判
は
、
そ
う
し
た
伝
統
的
思
考
法
に
対
す
る
体
験
に
根
差
し
た
「
告
発
の
声
」
で
あ
っ
た
。
　
し
か
し
冷
静
に
考
え
れ
ば
、
理
性
と
非
理
性
と
は
相
互
に
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
人
間
の
全
体
的
な
営
み
の
一
側
面
に
す
ぎ
な
い
。
真
の
課
題
は
、「
理
性
」
概
念
の
捉
え
な
お
し
と
非
理
性
と
の
関
係
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
日
常
生
活
に
お
け
る
異
な
る
意
見
を
も
つ
他
者
の
存
在
を
承
認
し
、
他
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
そ
れ
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
努
力
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
本
当
に
難
し
い
課
題
は
、
声
も
発
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
者
（
人
間
や
動
物
な
ど
（
の
存
在
や
無
言
の
叫
び
や
振
る
舞
い
な
ど
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
べ
き
か
と
い
う
問
い
に
対
応
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
近
年
で
は
、
動
物
の
権
利
を
め
ぐ
る
問
題
も
哲
学
的
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、「
声
（voice
（」
と
い
う
言
葉
に
は
、
理
性
の
声
だ
け
で
な
く
、
何
か
を
選
択
す
る
こ
と
、
表
明
さ
れ
た
意
見
、
発
言
権
や
選
挙
権
、
話
す
能
力
、
歌
う
能
力
、
あ
る
主
義
・
主
張
の
代
弁
者
、
そ
し
て
神
の
声
な
ど
多
様
な
意
味
が
あ
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
対
話
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
が
直
ち
に
合
意
形
成
に
結
び
つ
く
と
い
う
積
極
的
な
意
味
を
も
つ
わ
け
で
は
な
く
、
他
者
の
声
に
耳
を
傾
け
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
相
互
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
が
抜
き
差
し
な
ら
な
い
事
態
に
陥
る
と
い
う
パ
ラ
ド
ク
ス
に
直
面
し
て
い
る
。
　
自
己
と
は
異
な
る
見
解
を
も
つ
他
者
、
対
話
す
ら
拒
否
す
る
他
者
と
そ
の
暴
力
や
抑
圧
に
対
し
て
、「
寛
容
な
態
度
」
を
と
れ
ば
と
る
ほ
ど
、
相
手
は
不
寛
容
に
な
る
「
寛
容
の
パ
ラ
ド
ク
ス
」
は
、
地
球
上
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
る
。
か
つ
て
ピ
ェ
ー
ル
・
ベ
ー
ル
は
、「
誤
れ
る
良
心
」
の
働
き
を
肯
定
し
た
。
だ
が
、
今
日
で
は
、
こ
の
良
心
の
権
利
す
ら
危
う
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
良
心
は
内
心
の
声
で
は
な
く
、
他
者
と
の
間
に
働
く
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
自
己
と
「
他
者
」
と
の
位
置
は
、
相
互
に
反
転
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
筆
者
が
、
笑
い
や
驚
異
の
感
情
の
哲
学
的
意
義
や
役
割
に
注
目
し
た
の
も
、
ま
た
笑
い
の
抑
圧
的
機
能
に
着
目
し
、『
崇
高
の
哲
学　
情
感
豊
か
な
理
性
の
構
築
に
向
け
て
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
七
年
（
と
名
付
け
た
書
物
を
刊
行
し
た
の
も
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
感
性
的
理
性
」
と
い
う
一
見
し
た
と
こ
ろ
矛
盾
し
た
概
念
に
触
発
さ
れ
た
面
が
あ
る
。
だ
が
、
い
ま
の
日
本
社
会
に
必
要
な
の
は
、「
情
感
豊
か
な
理
性
」
と
い
う
理
性
と
非
理
性
と
の
統
合
の
働
き
に
あ
り
、
そ
の
可
能
性
を
追
求
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ち
な
み
に
、
「
情
感
豊
か
な
理
性
」
と
い
う
概
念
に
は
、
適
切
な
西
洋
語
の
訳
語
が
見
つ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
　
こ
の
こ
と
は
、
二
〇
〇
八
年
に
韓
国
・
ソ
ウ
ル
大
学
で
ア
ジ
ア
最
初
の
世
界
哲
学
会
議
が
開
か
れ
た
際
に
、
強
く
感
じ
た
。
筆
者
は
ド
イ
ツ
語
で
「
情
感
豊
か
な
理
性
」
に
関
し
て
発
表
し
た
が
、
こ
の
言
70
葉
は
ド
イ
ツ
語
に
も
英
語
に
も
適
切
な
言
葉
が
な
い
。
実
は
、
二
十
年
以
上
前
に
「
日
本
感
性
工
学
会
」
と
い
う
理
系
の
学
会
が
発
足
し
た
時
、 
筆
者
は
会
員
と
な
り
、 
国
内
・
国
際
学
会
で
何
回
か
報
告
し
た
。
こ
の
学
会
名
の
感
性
工
学
の
英
語
表
記
がK
ansei engineering
で
あ
り
、
こ
の
感
性
は
、
感
性
・
悟
性
・
理
性
、
感
性
と
知
性
と
い
う
西
洋
哲
学
・
心
理
学
的
な
対
立
図
式
で
表
現
さ
れ
る
感
性
と
は
意
味
が
異
な
る
。
も
と
も
と
日
本
語
の
感
性
に
は
、sensus, sense
に
近
い
意
味
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
も
ま
た
、
異
文
化
理
解
と
翻
訳
の
困
難
性
の
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
　
第
四
に
、
二
〇
世
紀
以
降
の
哲
学
が
取
り
組
ん
だ
主
要
課
題
に
は
、「
生
・
生
命
（Leben
（」
の
問
題
が
あ
る
。
長
い
人
類
史
の
過
程
で
忘
却
さ
れ
て
き
た
「
他
者
」
の
存
在
や
そ
の
「
声
な
き
声
」
は
、
歴
史
の
物
語
の
基
礎
に
あ
る
人
間
の
生
の
在
り
方
と
も
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
哲
学
に
か
か
わ
ろ
う
と
す
る
者
が
歴
史
の
勝
者
に
よ
る
歴
史
の
物
語
の
問
題
点
や
そ
の
反
省
に
基
づ
く
「
歴
史
的
な
生
」
や
「
生
の
歴
史
性
」
の
在
り
方
に
言
及
し
て
き
た
の
は
、
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
。
古
来
、
生
に
は
、
生
き
物
と
し
て
の
生
命
（
ゾ
ー
エ
ー
（
と
善
き
生
き
方
を
求
め
る
生
（
ビ
オ
ス
（
の
二
重
の
意
味
が
あ
っ
た
。
学
問
研
究
に
携
わ
る
者
は
、
誰
も
が
二
重
の
意
味
で
の
生
の
保
存
・
維
持
、
望
ま
し
い
実
現
を
目
指
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
る
場
や
環
境
に
よ
り
、
人
間
の
生
き
る
地
平
と
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
は
、
彼
ら
の
身
体
や
歴
史
的
・
社
会
的
伝
統
に
も
制
約
さ
れ
、
身
体
も
社
会
化
さ
れ
、
彼
ら
の
声
の
発
す
る
仕
方
や
用
語
法
も
異
な
る
。
他
方
、
そ
の
聞
き
方
や
言
葉
の
現
れ
方
、
そ
の
解
釈
の
仕
方
も
、
筆
者
や
読
者
の
立
場
に
よ
っ
て
異
な
る
。
こ
の
問
題
は
、
誕
生
以
前
の
胎
児
の
出
生
前
診
断
に
よ
る
生
命
の
選
別
に
も
か
か
わ
る
困
難
な
課
題
で
あ
る
。
日
本
生
命
倫
理
学
会
で
は
、
こ
の
課
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
む
こ
と
を
避
け
た
と
い
う
批
判
の
声
も
挙
が
っ
て
い
る
。
ま
た
人
生
の
終
局
と
向
き
合
う
医
療
や
介
護
の
現
場
で
は
、
互
恵
主
義
や
世
代
間
倫
理
の
考
え
が
通
用
し
な
い
。
　
こ
う
し
た
人
間
の
生
き
る
地
平
や
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
の
多
様
性
は
、
異
質
な
他
者
の
存
在
を
認
め
他
者
の
意
見
を
理
解
す
る
可
能
性
を
開
い
た
が
、
他
方
、
そ
の
生
き
る
地
平
や
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
の
多
様
性
か
ら
他
者
を
排
除
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
見
れ
ば
、
難
民
問
題
・
移
民
問
題
は
こ
の
課
題
と
不
可
分
で
あ
る
。
学
問
レ
ベ
ル
で
す
ら
、
自
然
科
学
者
と
の
対
話
の
場
合
に
は
、
思
考
様
式
や
専
門
用
語
の
使
い
方
以
上
に
、
解
釈
と
そ
の
前
提
に
対
す
る
通
約
不
可
能
な
事
態
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
不
可
避
の
現
象
で
あ
る
。
事
態
の
深
刻
さ
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
同
じ
文
系
学
問
や
専
門
領
域
の
研
究
者
の
間
で
も
同
様
な
事
態
が
生
じ
て
い
る
。
　
加
え
て
、
日
本
で
は
急
速
に
大
学
入
試
及
び
組
織
改
革
、
大
学
運
営
や
助
成
金
制
度
も
変
更
さ
れ
、
研
究
機
関
や
大
学
に
お
け
る
科
学
71
技
術
研
究
の
民
生
利
用
と
軍
事
利
用
と
の
「
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
」
（D
ual use
（
を
め
ぐ
る
論
争
の
過
程
で
も
、「
学
者
間
の
認
識
の
共
有
」
が
困
難
な
現
実
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
た
。
日
常
生
活
の
場
で
は
、
国
内
外
で
、
国
家
間
・
民
族
間
の
相
互
の
対
話
や
会
話
す
ら
成
り
立
た
な
い
場
合
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
現
代
社
会
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
に
よ
っ
て
、
世
界
規
模
で
瞬
時
に
同
じ
情
報
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
他
方
、
個
人
情
報
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
を
危
う
く
さ
せ
、
時
に
「
怒
り
」
や
「
憎
悪
」
の
感
情
を
引
き
起
こ
し
、
増
幅
さ
せ
、「
恐
怖
」（terror
（
や
「
テ
ロ
リ
ス
ト
」（terrorist
（
を
拡
大
・
拡
散
さ
せ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
事
態
に
よ
っ
て
、
世
界
は
情
報
シ
ス
テ
ム
の
混
乱
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
知
と
信
と
の
「
境
界
」
が
不
可
視
と
な
り
、
そ
れ
ら
が
相
互
に
「
越
境
」
し
て
、
不
信
状
態
に
至
っ
て
い
る
。
哲
学
は
、
も
は
や
伝
統
的
な
思
考
法
で
は
、
そ
の
適
切
な
理
解
と
解
釈
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
　
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
万
人
が
「
同
じ
人
間
」
と
い
う
普
遍
的
な
特
徴
と
人
間
と
し
て
自
由
・
平
等
な
諸
権
利
の
要
求
を
も
つ
と
同
時
に
、
一
人
ひ
と
り
異
な
る
価
値
観
を
も
ち
生
活
す
る
場
で
、
異
な
る
規
範
と
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
の
も
と
で
多
様
な
あ
る
種
の
言
語
ゲ
ー
ム
と
不
可
分
の
諸
活
動
を
営
ん
で
い
る
。
そ
の
結
果
、
同
じ
母
語
の
担
い
手
の
間
や
そ
れ
以
外
の
言
語
間
の
翻
訳
の
過
程
で
も
、
意
図
的
・
無
意
識
的
な
言
語
表
現
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る
現
実
把
握
が
生
じ
、
そ
の
多
様
な
側
面
が
隠
さ
れ
る
こ
と
が
不
可
避
と
な
っ
た
。「
美
し
い
言
葉
」
が
「
醜
い
現
実
」
を
覆
い
隠
す
こ
と
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
生
じ
て
い
る
。
哲
学
的
思
索
に
取
り
組
む
者
は
、
こ
う
し
た
人
間
の
生
き
る
場
の
多
様
な
声
に
耳
を
傾
け
、
沈
黙
す
る
者
、
沈
黙
を
強
い
ら
れ
る
者
に
対
す
る
内
心
の
声
に
も
可
能
な
限
り
聴
取
す
る
努
力
を
費
や
し
て
き
た
。
だ
が
、
そ
の
試
み
は
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。
こ
う
し
た
営
み
は
、
言
語
の
境
界
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
の
「
境
界
」
を
超
え
る
継
続
的
な
努
力
を
求
め
て
い
る
。
事
柄
を
さ
ら
に
複
雑
化
し
て
い
る
の
は
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
（
を
他
者
と
し
て
認
め
、
そ
の
教
育
や
啓
蒙
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
き
た
点
に
あ
る
。
　
以
下
、【
四　
知
の
越
境
と
「
生
と
死
の
は
ざ
ま
」】
と
【
五
「
哲
学
の
思
考
法
の
変
換
」
の
た
め
に
】
の
論
述
は
、
本
稿
冒
頭
に
述
べ
た
事
情
に
よ
り
割
愛
し
、
最
後
に
結
論
に
移
る
。
結
論
：
改
め
て
「
哲
学
者
の
義
務
」
を
問
う
　
以
上
の
現
状
分
析
が
誤
り
で
な
け
れ
ば
、
哲
学
者
の
義
務
は
、
知
の
越
境
と
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
錯
綜
し
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
知
と
生
の
在
り
方
や
課
題
の
所
在
を
突
き
止
め
、
新
た
に
生
じ
た
問
題
群
を
い
ち
早
く
見
出
す
こ
と
に
あ
る
。
同
時
に
哲
学
者
の
義
務
は
、
そ
の
72
危
険
性
を
社
会
に
警
告
し
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
処
方
箋
を
他
の
知
の
営
み
と
と
も
に
示
す
こ
と
に
あ
る
。
こ
う
し
た
哲
学
固
有
の
知
の
営
み
は
、
様
々
な
知
の
在
り
方
や
知
の
越
境
と
そ
の
変
容
、
そ
し
て
新
た
に
生
じ
た
課
題
を
緩
や
か
な
仕
方
で
方
向
付
け
、
異
質
な
知
相
互
の
対
話
や
そ
れ
が
可
能
に
な
る
場
を
提
供
し
う
る
と
い
う
意
味
で
、
哲
学
へ
の
権
利
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
営
み
の
一
端
を
筆
者
の
研
究
は
、
そ
れ
ら
の
課
題
を
緩
や
か
に
包
み
込
む
「
持
続
可
能
性
の
哲
学
」
の
試
み
と
し
て
提
示
し
た
。
　
数
年
前
、「
第
四
の
革
命
」
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
「
新
し
い
情
報
の
哲
学
を
求
め
る
」
書
物
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
環
境
」
と
は
情
報
圏
の
こ
と
で
あ
り
、
伝
統
的
な
環
境
概
念
で
は
な
い
。
新
た
な
「
情
報
通
信
技
術
」
が
現
代
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
情
報
革
命
に
よ
っ
て
リ
ア
リ
テ
ィ
と
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
の
間
の
「
境
界
」
が
不
可
視
と
な
り
、「
情
報
通
信
技
術
」
が
自
律
的
機
能
を
高
め
、
情
報
圏
と
し
て
の
「
環
境
」
の
な
か
で
、
人
間
が
そ
れ
に
依
存
す
る
と
い
う
主
客
関
係
の
「
変
換
」
が
生
じ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
自
然
と
歴
史
、
人
間
と
の
関
係
を
根
本
か
ら
問
い
直
す
こ
と
を
迫
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
社
会
に
望
ま
し
い
倫
理
の
あ
り
方
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
類
似
し
た
問
題
意
識
か
ら
「
持
続
可
能
性
の
哲
学
」
の
重
要
性
を
論
じ
た
。
し
か
し
、
筆
者
は
「
新
し
い
情
報
の
哲
学
を
求
め
る
」
主
張
と
は
異
な
り
、
環
境
圏
に
も
と
づ
く
「
情
報
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
や
り
方
が
向
上
す
れ
ば
、
道
徳
的
な
悪
が
減
少
す
る
」（
ル
チ
ア
ー
ノ
・
フ
ロ
リ
デ
ィ
『
第
四
の
革
命
』（
と
い
う
楽
観
的
な
見
方
に
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
九
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
比
較
文
明
学
会
の
招
待
講
演
で
立
ち
入
っ
て
い
る
の
で
、『
比
較
文
明
』
三
六
号
を
参
照
（。
　
む
し
ろ
、
道
徳
的
悪
を
縮
減
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
哲
学
の
持
続
可
能
性
が
必
要
で
あ
り
、
同
時
に
大
学
教
育
が
持
続
可
能
で
あ
り
、
そ
し
て
人
間
と
し
て
望
ま
し
い
社
会
の
持
続
可
能
性
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
日
の
講
義
で
は
、「
哲
学
の
権
利
の
持
続
可
能
性
と
哲
学
者
の
義
務
の
遂
行
の
場
と
し
て
の
哲
学
及
び
哲
学
教
育
の
持
続
可
能
性
」
を
保
証
す
る
義
務
が
哲
学
者
の
義
務
で
あ
り
、
大
学
教
育
に
携
わ
る
教
職
員
・
研
究
者
・
学
生
す
べ
て
の
役
割
で
も
あ
る
と
訴
え
て
き
た
。
以
上
を
確
認
し
て
筆
者
は
、「
現
代
社
会
に
お
け
る
哲
学
の
意
義
と
課
題
」
に
対
す
る
暫
定
的
な
回
答
に
代
え
る
。
